
2009年6月19日（金）日 時

会 場

参 加 費 無料

主 催 株式会社ジークホールディングス

【開催概要】

申 込 ４０名 事前登録制 *定員になり次第、締め切らせて頂きます。

セ ミ ナ ー プ ロ グ ラ ム

ＴＫＰ東京駅ビジネスセンター１号館５Ｆ ｶﾝﾌｧﾚﾝｽﾙｰﾑ１５Ａ
（JR東京駅八重洲北口徒歩２分、共同ビル５Ｆ ）

対 象 製造企業のCIO、経営企画部門長、情報企画部門長、製造部門長の方々

13:00 ～ 17:30 (12:30受付開始)

セッション 講師

【基調講演】

かつての大不況からダイキン工業を救ったＰＤＳ生産方式と
順位同期化生産システム、そのコンセプトと仕組み

ダイキン情報システム株式会社

プロフェッショナルアソシエイト

日下 研一 氏

自社の強みを蓄積・共有して強化する

サプライチェーン生産モデル「RaysMICS」（ﾚｲﾐｯｸｽ）
株式会社ジークレイ・ソリューションズ

サプライチェーンの見える化、リードタイム短縮を実現する
生産スケジューラ 「Asprova」(ｱｽﾌﾟﾛｰﾊﾞ)

アスプローバ株式会社
代表取締役社長 高橋邦芳 氏

技術情報（製品構成）を中心に、QCD情報／成果物を一元管理する
次世代の技術情報管理ソリューション「DynaPLM」

アッシュウェイブ株式会社

アクロックス株式会社

工場の消費電力の見える化とCO2削減 ニュートラル株式会社

質疑応答

*プログラム内容は予告なしに変更となる可能性がございます。

１００年に一度の未曾有の大不況と言われる経済環境においても、グリーンシュート（緑の芽吹き）がちら
ほら見受けられるようになってきました。 ただただ嵐が過ぎるのを待つのではなく、来るべき景気回復を見
据えて日本の製造業の皆様に企業体質を強化しロケットスタートの準備を進めていただきたいと願い、先
進事例と革新的ソリューションをご紹介する機会を企画いたしました。 設計製造の仕組み・構造を改革し、
永続的な成長を実現する生産情報基盤を整備するために、是非、本セミナーをお役立てください。

製造業の皆さんに、セミナー開催のご案内

大不況から飛躍するために今準備すべきこと、生産情報基盤の整備
～市場変動への迅速な対応により、他社との差別化を図る～

共 催 アスプローバ株式会社、アッシュウェイブ株式会社



【お問い合わせ】
ジークホールディングスセミナー事務局
Eメール： info@xyecrays.asia
℡：０３－３２２２－５１９１

会 場 案 内

■セミナールーム
ＴＫＰ東京ビジネスセンター１号館５Ｆ ｶﾝﾌｧﾚﾝｽﾙｰﾑ１５Ａ
TEL：03-3270-7551

■住所
東京都中央区八重洲1-4-21 共同ビル（東京駅前）

■アクセス：
・JR線『東京駅』八重洲北口 徒歩2分
・東京メトロ東西線･銀座線･都営地下鉄浅草線

『日本橋駅』A3出口 徒歩1分
・東京メトロ丸ノ内線･東西線･千代田線･半蔵門線･

都営地下鉄三田線
『大手町駅』Ｂ10番出口 徒歩１分

詳細・お申込はこちらをご覧ください！
⇒http://xyecrays.asia/seminar/

基 調 講 演

【講師紹介】
１９７０年にダイキン工業に入社して以来、主に生産技術・生産シス
テム・情報システム畑を歩み、ダイキン情報システムに出向後は生
産協力企業が共通して使用できる新たな生産管理システム「ｅＤＩＮ
ＫＳ」の開発・導入を推進されて来られました。 ダイキン工業の生
産システムにおける生き証人・生き字引的な存在です。

【基調講演】
「かつての大不況からダイキン工業を救った
ハイサイクル生産、そのコンセプトと仕組み」

ダイキン情報株式会社
プロフェッショナルアソシエイト

日下 研一 氏

ご 紹 介 事 例

●ダイキン工業 需要連動型生産管理システム「ｅＤＩＮＫＳ」
昭和の時代にも、日本の製造業は現在の米国初の金融不況と同じような大不況に見舞われたことがありました。
ダイキン工業も例外ではなく、販売不振に加えて在庫が極端に膨れ上がり、４０日間の臨時休業に追い込まれました。
この苦い経験を教訓としてダイキン工業が試行錯誤を繰り返し、変革を重ねて編み出した生産手法がトヨタ生産方式
を自社流に改造した「ＰＤＳ」であり、それを情報システムで支えるのが需要連動型生産管理システム「アルファ」と「ｅＤ
ＩＮＫＳ」です。 本セミナーでは、ダイキン工業が世界に冠たる優良企業に生まれ変わることができた生産革新のヒント
をご紹介していただきます。


